
    
様式 C-7-2 

自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書    

平成２３年５月１５日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

研究分野：看護倫理学 

科研費の分科・細目：看護学・基礎看護学 

キーワード：看護倫理、倫理教育、看護学生、臨床看護師、倫理的感性、職場環境 

 
１．研究計画の概要 

本研究は、学生・看護師に対する倫理教育
モデルを構築・検証することを目的とする。 

倫理教育は、臨床をまだよく知らない学生
と、実践経験を持つ看護師とではアプローチ
が異なるべきであるとの前提のもとに、学生
には、看護を含む様々な職種の実践場面の事
例から「よい職業人」「よい仕事」について
幅広く考えさせ、看護師には、看護実践上の
具体例の吟味を促す実践的研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)学生:大学生の職業倫理観を育む目的で
開発された英文 Good Work Toolkit（全８
章）を用い、研究初年度に入学した看護
学生６-7 名を対象に、その進級ごとにフ
ォーカスグループセッションを毎年２
回もち、全８章を終了した。1 章「よい
仕事の追求とノーということ」、2 章「行
き過ぎたケアとは」、3 章「長期的目標達
成のために短期的目標を歪めること」、4
章「自己への忠誠と組織への忠誠」、5
章「役割モデル」、6 章「よい仕事の基準」、
7 章「意見を異にする人からの学び」、8
章「よい仕事と楽しみ」。学生は各セッ
ションを楽しみ、臨床実習の経験による
成長を見せた。 
(2)看護師:①臨床における継続的ワークシ
ョップ、②看護師の道徳的体験に関する面接
データの二次分析、および③質問紙調査を行
った。概要は以下のとおり:①倫理問題経験
事例の記述、対話、分析をとおし、看護師は
「倫理」への固定観念から解放され、文脈に
対する洞察を深めた。②看護師の道徳的な苦
悩・不確か・後悔の体験を明らかにし、倫理
教育への示唆を得た。③道徳的感性質問紙
（MSQ）の日本版、および、職場環境の

認識質問紙を作成し、看護師 210 名に配
布し (一部は病院看護部との協働)、141
名から回答を得、データ分析と質問紙の
精練を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
学生に対する研究では、データ収集のための
全セッションを終了した。最終年度は 2セッ
ション分の分析と、海外との比較・考察を残
すのみである。看護師の研究では、ワークシ
ョップを希望する機関・病院が年ごとに増え
また、近隣の病院でのワークショップをきっ
かけに、質問紙調査の一部は当該病院の看護
部と協働で実施した。また、今後は、その同
看護部倫理委員会活動に助言者として定期
的に参加する予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
学生については、最後の 2セッションの分析
と、海外との比較・考察を行い、総括する。
看護師については、ワークショップを継続し
つつ倫理問題経験事例の収集を進める。また
質問紙を精練し看護師の倫理的感性と職場
環境の認識に関する日本版質問紙の完成・公
開を目指す。 
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